
まちづくり情報誌

1日号No.1176

よりよい広報紙を目指し、タブロイド判に

来月から「広報小田原」が変わります
～A4判 21年の軌跡～

「市民の力で未来を拓く希望のまち」の実現へ
住吉橋の架け替え 5月9日（火）～平成30年3月末は通行できません

4月1日から 市役所の新しい組織・機構
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P7

ひら
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実現する将来都市像
「市民の力で未来を拓く希望のまち」

基本構想
まちづくりにおける基本理念や
目標と、これを実現するための
政策の方向を示しています。
※今回は見直しを行いません。

【計画期間】平成23年度～34年度（12年間）

後期基本計画

9つの重点テーマ

将来都市像の実現と目標の達成に向けたまちづくりの
施策の方向を体系的に示しています。

【計画期間】平成29年度～34年度（6年間）

第3次実施計画

基本構想

基本計画に基づき、実施する事業を具体的に示しています。
【計画期間】平成29年度～31年度（3年間）

今
回
策
定
し
た
部
分

前期基本計画 後期基本計画

第1次
実施計画

第2次
実施計画

第4次
実施計画

第3次
実施計画

H23年度

今回策定した計画

H34年度H29年度
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市
民
の
力
で

未
来
を
拓ひ

ら

く

希
望
の
ま
ち

の
実
現
へ

総
合
計
画

「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　
平
成
23
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る「
お

だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」は
、
23
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
を

「
前
期
基
本
計
画
」と
し
て
、
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
計
画
に
位
置
づ
け
た
事

業
に
つ
い
て
直
近
の
事
務
事
業
評
価
で
は
、
成
果
指
標
を
7

割
以
上
達
成
し
て
い
る
事
業
が
、
全
体
の
94
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴
う
問
題
が
現
実

化
し
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
基
本
構
想
で
描
い
た
将

来
都
市
像「
市
民
の
力
で
未
来
を
拓
く
希
望
の
ま
ち
」の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、質
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
命
題
と
し
て
、29
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る「
後
期
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
総
合
計
画「
お
だ
わ

ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」。

地
域
の
皆
さ
ん
が
話
し
合
い
、
課
題
解
決
の

た
め
、
自
ら
が
取
り
組
む
べ
き
活
動
を
ま
と

め
た「
地
域
別
計
画
」。

こ
の
二
つ
の
計
画
が
一
対
と
な
り
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」後

期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
各
地

域
で
も「
地
域
別
計
画
」を
見
直
し
ま
し
た
。

計画の構成

計画の期間
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士
の
情
報
共
有
や
交
流
に
つ
な
が
る「
広
報

の
充
実
化
」や
、「
地
域
で
日
常
生
活
を
支

え
合
う
仕
組
み
」な
ど
、こ
れ
ま
で
着
手
で

き
な
か
っ
た
、あ
る
い
は
十
分
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
活
動
な
ど
も
、
新
た
に
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
課
題
の
優
先
順
位
を
決
め
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
盛
り
込
ん
だ
実
施
計
画
に

し
た
い
」と
い
っ
た
熱
心
な
意
見
も
、
多
く

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
見
直
し
作
業
完
了
後

に
は
、「
地
域
別
計
画
に
掲
げ
た『
め
ざ
す

姿
』の
実
現
に
向
け
、住
民
一
人
一
人
が
同

じ
思
い
で
、地
域
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
語
る
姿
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
機
運
の
高
ま
り
も
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

●�

各
項
目
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
課
題
を
、現
状

に
合
わ
せ
て
新
た
に
設
定
し
直
し
、そ
の
解

決
策
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

※�

見
直
さ
れ
た
地
域
別
計
画
は
、５
月
以

降
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
、
当
時
25
の
自
治
会
連
合

会
の
区
域
ご
と
に
、
地
域
の
課
題
や
そ
の

解
決
方
法
、
将
来
像
な
ど
を「
地
域
別
計

画
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
会
や
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な
ど

の
地
域
の
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
」が
設
立
さ
れ
、
地
域

別
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
の
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
各
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
中
心
と
な
り
、
地

域
別
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

地
域
別
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
も
聞
き
取
り
を
実

施
。そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、何
度
も
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
地
域
で
取
り
組

ん
で
き
た
活
動
を
共
有
し
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
整
理
さ
れ
た
他
、
住
民
同
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新
た
な
課
題
が
明
確
化

さ
ら
に
高
ま
る

ま
ち
づ
く
り
の
意
識

「
地
域
別
計
画
」

の
見
直
し

　

一
方
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴
う
問
題
が
現
実

化
し
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
基
本
構
想
で
描
い
た
将

来
都
市
像「
市
民
の
力
で
未
来
を
拓
く
希
望
の
ま
ち
」の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、質
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
命
題
と
し
て
、29
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る「
後
期
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
別
計
画（
平
成
28
年
度
策
定
）

【
新
た
な
課
題
】策
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
、一
部
役
員
に
し
か
浸
透
し
て
い
な
い
。

【
解
決
策
】マ
ニ
ュ
ア
ル
を
よ
り
分
か
り

や
す
く
編
集
し
、地
域
内
に
広
く
周
知
す

る
。

地
域
別
計
画（
平
成
21
年
度
策
定
）

【
課
題
】災
害
時
に
、地
域
で
ど
う
対
応

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

【
解
決
策
】具
体
性
の
あ
る
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
、備
え
る
。

平
成
22
～
27
年
度
の
取
り
組
み

役
割
分
担
や
詳
細
地
図
を
盛
り
込
ん
だ

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、防
災
訓
練
に

取
り
入
れ
、毎
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、よ

り
実
効
性
の
高
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
す
る
。

見
直
し
の
一
例



4

❶
豊
か
な
自
然
や
環
境
の
保
全
・
充
実

　
豊
か
な
自
然
と
環
境
を
保
全
し
、
磨
き
上
げ
、
よ
り
豊

か
な
状
態
で
次
世
代
へ
と
受
け
継
ぐ
た
め
、「
い
の
ち
を
守

り
育
て
る
地
域
自
給
圏
」を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

森
里
川
海
が
一
体
と
な
っ
た

特
徴
を
生
か
し
、
多
様
な
主

体
の
連
携
に
よ
る
自
然
環
境

の
保
全
と
再
生

●�

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
自
給
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

●�

い
の
ち
を
支
え
る
食
の
生
産

基
盤
の
強
化

❺「
分
か
ち
合
い
の
社
会
」の
創
造

　
歓よ

ろ
こび
や
楽
し
み
、
苦
労
や
負
担
も
皆
で
分
か
ち
合
う
社

会
を
築
く
た
め
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
充
実
に
係
る

「
受
益
と
負
担
」の
適
正
な
あ
り
方
を
見
い
だ
し
、
持
続
可

能
性
の
確
保
を
目

指
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

行
財
政
改
革
の
推

進
●�「
分
か
ち
合
い
の

社
会
」づ
く
り
の

検
討
と
そ
の
展
開

　
後
期
基
本
計
画
で
は
、「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
」「
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」

「
豊
か
な
生
活
基
盤
の
あ
る
小
田
原
」「
市
民
が
主
役
の
小
田
原
」と
い
う
4
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
の
も
と
、9
つ
の
重
点
テ
ー
マ
と
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

❷
課
題
を
解
決
し
、未
来
を
拓ひ

ら

く
人
づ
く
り

　
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
が
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
次
代
を
担
う
人
づ
く

り
・「
人
へ
の
投
資
」を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

地
域
資
源
を
生
か
し
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
学
び
の
場

づ
く
り

●�

創
業
者
の
発
掘
・
育
成
・
支

援
の
一
元
的
な
展
開
の
促
進

●�

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ

ン
グ
の
推
進

❻「
観
光
」に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

　
小
田
原
の
可
能
性
や
価
値
を「
観
光
」の
切
り
口
か
ら
具

現
化
し
、地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●�

観
光
分
野
と
の
連
携
な
ど
に

よ
る
農
林
水
産
業
・
も
の
づ

く
り
の
振
興

●�

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
を
契
機
と
し
た
活
性
化

●�

仕
事
と
暮
ら
し（
住
ま
い
）を

つ
な
い
だ
定
住
促
進

❸
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
の
進
化

　
26
地
区
自
治
会
連
合
会
で
進
め
ら
れ
て
き
た
地
域
ま
ち

づ
く
り
の
成
果
を
礎
と
し
、
目
指
す
べ
き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
像
へ
の
歩
み
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
像
の
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推

進
●�

子
ど
も
の
多
様
な
居
場
所
の

連
携
と
進
化

❹
い
の
ち
を
育
て
・
守
り
・
支
え
る

　
地
域
社
会
モ
デ
ル
の
中
軸
と
な
る「
い
の
ち
を
育
て
・

守
り
・
支
え
る
」体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
の
整
備

●�

未
病
を
改
善
す
る
取
り
組
み

と
連
携
し
た
、
健
康
増
進
活

動
の
推
進

●�

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
づ
く
り

と
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進

�
　「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」後
期
基
本
計
画

�
　
9
つ
の
重
点
テ
ー
マ
と
取
り
組
み
の
方
向
性
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❻「
観
光
」に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

　
小
田
原
の
可
能
性
や
価
値
を「
観
光
」の
切
り
口
か
ら
具

現
化
し
、地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●�

観
光
分
野
と
の
連
携
な
ど
に

よ
る
農
林
水
産
業
・
も
の
づ

く
り
の
振
興

●�

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
を
契
機
と
し
た
活
性
化

●�

仕
事
と
暮
ら
し（
住
ま
い
）を

つ
な
い
だ
定
住
促
進

❼�

重
要
な
ま
ち
づ
く
り
案
件
の
適
切
な
実
現

　
土
地
利
用
・
再
開
発
・
施
設
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
方
針
と
の
整
合
性
や
財
政
負
担
に
配
慮
し
、
民

間
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、整
備
と
推
進
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●�

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出

や
回
遊
性
向
上
に
向
け
た
、

ま
ち
並
み
づ
く
り
の
推
進

❽�

イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
の
維
持
と
再
配
置

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
着
実
に
修
繕
・
更
新
を
進
め
、
公
共

施
設
の
更
新
や
改
修
、
建
て
替
え
、
維
持
修
繕
や
再
配
置

な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

上
下
水
道
・
道
路
・
橋
り
ょ

う
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
着
実
な
修
繕
・
更
新

●�

公
共
施
設
再
編
に
向
け
た

計
画
策
定
と
老
朽
化
施
設

の
長
寿
命
化
の
取
り
組
み

の
推
進

❾
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
あ
り
方
の
見
極
め

　
小
田
原
市
と
南
足
柄
市
で
合
併
や
中
核
市
へ
の
移
行
、

新
た
な
広
域
連
携
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
・
協
議

し
、
未
来
を
担
い
う
る
権
能
を
備
え
た
基
礎
自
治
体
へ
の

進
化
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

●�

小
田
原
市
・
南
足
柄
市「
中

心
市
の
あ
り
方
」に
関
す
る

任
意
協
議
会
に
よ
る
合
併
や

広
域
連
携
制
度
の
検
討
・
協

議

　第5次小田原市総合計画「おだわらTRYプラン」が、「前
期」として位置づけられた平成23年度からの6年間を終え、
平成29年度から34年度までの「後期」6年間に入りました。
　平成20年の市長就任後、直ちに策定に取り組み、本格
的な市民参画を経てまとめ上げられた前期計画。そこに位
置づけられた587本（※）の実施計画事業は、「7割以上達
成」したものが94％に達しており、職員の努力はもとより、市
民の皆さんのご理解と協働への熱心な参画もあって、おお
むね順調に進んできました。また、並行して全地区でまとめ
られた「地域別計画」も、当初は「そんなことまで地域がや
るの？」といった反応があったものの、数年間に及ぶ各地域
でのさまざまな取り組みを通じ、地域コミュニティの充実へ
確実につながってきていると感じています。
　前期計画の策定作業に取り組んだ頃から数年が経過し、
課題解決や地域活性化へのさまざまな動きが進んだ一方
で、私たちを取り巻く社会状況は刻 と々変化し、人口減少や
高齢化のさらなる進行、さまざまな分野における担い手の
高齢化と不足、公共施設や各種インフラの待ったなしの老
朽化、国や自治体財政の悪化など、課題解決の難しさはよ
り一層顕著となっています。　
　しかし、幸いにして小田原では、自然環境・歴史・産業・
文化などの豊富な地域資源の存在に加え、深い郷土愛を
もって各分野でさまざまに実践を積んでおられる「人財」に
恵まれており、課題を乗り越えていくだけの十分な潜在力を
持っています。直面する困難な状況を、私たちの地域が進
化していく「好機」と捉え、より普遍的な解決を目指してチャ
レンジし、「持続可能な地域社会のモデル（さきがけとなる
姿）」を創り出していきたいと考えます。
　そのため、後期基本計画では特に9つの重点テーマを掲
げ、この号でも列挙いたしました。健やかな自然環境に抱か
れ、課題解決を担いうる人が育ち、共に支え合う社会の仕
組みや文化があり、豊かな地域資源を活

い

かした観光や産業
が栄え、いのちと暮らしを支える各種制度が整い、公共イン
フラも適正に維持され、しっかりした基礎自治体の姿が実現
している・・・。理想論ではなく、小田原なら実現できる近
い将来のありようです。高い志を共有し、具体化を進めて
いきましょう。
　
※�実施計画事業全652事業のうち、直近の事務事業評価
において達成度判定対象となった事業数です。

小田原市長　加藤�憲一

「TRYプラン、後期6年へ」
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後
継
者
不
足
や
工
事
・
復
元

機
会
の
減
少
に
よ
り
、
全
国
的

に
伝
統
的
木
工
技
術
の
継
承
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
架
け
替
え
工
事
に

は
、国
選
定
保
存
技
術「
建
造
物

木
工
」の
知
識
と
技
術
を
持
つ
、

小
田
原
の
職
人
が
携
わ
り
ま

す
。

　

平
成
2
年
の
復
元
時
に
続

き
、
住
吉
橋
の
架
け
替
え
と
と

も
に
、
小
田
原
の
技
術
が
守
り

伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

継
承
さ
れ
る

技
術

住吉橋の架け替え

通
行
で
き
ま
せ
ん

　

架
け
替
え
工
事
期
間
中
は
、
住
吉
橋
を
渡
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。×

学橋

銅門

三の丸小学校　

←
小
田
原
駅

常
盤
木
橋

御
茶
壺
橋

小
田
原

ス
ポ
ー
ツ
会
館

三の丸観光案内所

歴
史
見
聞
館

郷
土

文
化
館 馬

出
門

小田原城址公園

住
吉
橋

二の丸広場

　
史
跡
整
備
の
一
環
と
し
て
、江
戸
時
代

当
時
の
橋
を
復
元
し
た
住
吉
橋
。反
り
が

あ
り
、伝
統
的
木
橋
の
特
徴
を
持
つ
橋
な

の
で
、
そ
の
復
元
に
は
、
知
識
と
高
い
技

術
が
必
要
で
し
た
。

　

伝
統
的
木
工
技
術
を
持
つ
小
田
原
の

職
人
は
、太
く
長
い
木
材
や
曲
が
っ
た
木

材
、
年
輪
の
密
な
大だ

い

径け
い

木ぼ
く

な
ど
を
用
い
、

発
掘
調
査
成
果
や
絵
図
な
ど
を
基
に
忠

実
に
再
現
。平
成
２
年
に
復
元
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
修
繕
し
な
が
ら
維
持
し
て

き
た
住
吉
橋
で
す
が
、復
元
後
27
年
を
経

て
、傷
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、橋
を
架
け
替
え
る
こ
と
と
し
、 

昨
年
度
か
ら
実
物
大
の
設
計
図
の
製
作

や
材
料
確
保
、
製
材
・
加
工
な
ど
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の「
北
條
五
代
祭
り
」終
了
後
の

5
月
9
日（
火
）か
ら
解
体
し
、架
け
替
え

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
し
い
橋
は
、平
成
30
年
3
月
末
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

5月9日（火）～平成30年3月末は通行できません
平成2年の復元から27年が経過した住吉橋。
傷みが進んできたため、北條五代祭りの後に解体し、小田原の技術を守り
伝えながら、生まれ変わります。

伝
統
的
木
工
技
術
で

復
元

架
け
替
え
に
向
け
て

現在の住吉橋

材料となる、手入れの行き届いたひのきの大木（奈良県）
小田原の木材も部分的に使う

     P22087 文化財課　☎33 - 1718
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4
月
1
日
か
ら

市
役
所
の
新
し
い
組
織
・
機
構

  

企
画
政
策
課
　
☎
33 - 

1
2
5
3

… 変更がある課・室、係

新（平成 29年度） 旧（平成 28年度）

 

 

総 務 部 総 務 部

文 化 部 文 化 部

福 祉 健 康 部 福 祉 健 康 部

子ども青少年部 子ども青少年部

経 済 部 経 済 部

都 市 部 都 市 部

建 設 部 建 設 部

教 育 部 教 育 部

企　 画　 部 企　 画　 部企 画 政 策 係 企 画 政 策 係

管 財 係 管 財 係

契 約 係 契 約 係

文 化 政 策 係 文 化 政 策 係

高 齢 者 福 祉 係 高 齢 者 福 祉 係

子 育 て 政 策 係 子 育 て 政 策 係

都 市 計 画 係 都 市 計 画 係

総 務 係 総 務 係

市 営 住 宅 係 市 営 住 宅 係

観 光 振 興 係 観 光 振 興 係

障 が い 福 祉 係 障 が い 福 祉 係

保 育 係 保 育 係

ま ち づ く り 係
拠点施設整備係

保 健 係 保 健 係

計 画 係 城 址 公 園 係

施 設 活 用 係 行政管理・監察係

情報システム係 情 報 化 係

政 策 調 整 係 政 策 調 整 係

土 地 係 土 地 係

検 査 係

文 化 交 流 係 文 化 交 流 係

地域包括支援係 地域包括ケア推進係

手 当・ 医 療 係 手 当・ 医 療 係

市街地・拠点施設整備係 交 通 政 策 係

放課後子ども係 施 設 係

施 設 計 画 係

建 築 係 建 築 係

障 が い 給 付 係 障 が い 給 付 係

保 育 施 設 係 子育て支援新制度推進係

交 通 政 策 係
広域交流拠点整備係

給 食 係 給 食 係

管 理 係

施 設 保 全 係 施 設 活 用 係

システム管理係

行政管理・監察係

◯◯◯◯◯◯◯◯

広 域 政 策 係 広 域 政 策 係

芸術文化創造係 芸術文化創造係

介護予防推進係

こ ど も 相 談 係 こ ど も 相 談 係

広域交流拠点整備係 景 観 係

設 備 係 設 備 係

つくしんぼ教室係

障がい者支援係 障がい者支援係

[ 保 育 所 ] [ 保 育 所 ]

景 観 係

学 校 施 設 係

市民ホール整備係 芸術文化創造センター整備係

介 護 給 付 係 介 護 給 付 係
介 護 認 定 係 介 護 認 定 係

障 が い 児 通 園 係

企 画 政 策 課 企 画 政 策 課

管 財 課 管 財 契 約 課

契 約 検 査 課

文 化 政 策 課 文 化 政 策 課

高 齢 介 護 課 高 齢 介 護 課

子 育 て 政 策 課 子 育 て 政 策 課

都 市 計 画 課 都 市 計 画 課

教 育 総 務 課 教 育 総 務 課

建 築 課 建 築 課

観 光 課 観 光 課

障 が い 福 祉 課 障 が い 福 祉 課

保 育 課 保 育 課

まちづくり交通課
拠点施設整備課

学 校 安 全 課 保 健 給 食 課

小田原城総合管理事務所

公共施設マネジメント課 行 政 管 理 課

情報システム課 情報システム課

検 　 査 　 係検 　 査 　 室

※
新
し
い
課
な
ど
も
含
め
、
市
役
所
の
電
話
番
号
は
、
広
報
小
田
原
5
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
変
更
が
あ
る
組
織
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
29
年
度
組
織
・
機
構
　
新
旧
対
照
表
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小
田
原
の
礎
を
築
い
た
北
条
五
代
を
し

の
ん
で
行
わ
れ
ま
す
。

合
田
雅
吏
さ
ん
が
早
雲
役
に
！

　
小
田
原
ふ
る
さ
と
大
使
の
合ご

う

田だ

雅ま
さ

吏し

さ

ん
が
、
初
代
当
主
の
北
条
早
雲
役
と
し
て

武
者
隊
の
先
頭
を
切
り
ま
す
。

有
料
観
客
席
を
用
意
！

　
銅

あ
か
が
ね

門
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
正
面
に
見
る
位

置
に
、
観
客
席
を
用
意
し
ま
す
。

受
付�
当
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
現
地（
下�

�

記
マ
ッ
プ
参
照
）で（
先
着
順
）。

料
金�
1
脚
5
0
0
円

※�

当
日
は
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
周
辺
に
交
通

規
制
が
か
か
る
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O D A W A R A  I N F O R M A T I O N

凛
り

々
り

しい騎乗姿は
必見！

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
2
6
5
8

  

観
光
協
会
　
☎
22 - 

5
0
0
2

　

観
光
課
　
☎
33 - 

1
5
2
1

5
月
3
日（
祝
）　
第
53
回
小
田
原
北
條
五
代
祭
り

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

小
田
原
城
北
條
六
斎
市

問
小
田
原
市
商
店
街
連
合
会

　　☎
22-

5
9
6
1

日
程��

5
月
2
日（
火
）～
6
日（
土
）

時
間�

午
前
10
時
～
午
後
6
時

場
所�

城
址
公
園 

二
の
丸
広
場

内
容�

飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス

小
田
原
城
名
物
市

問
産
業
政
策
課
　☎
33-

1
5
1
5

日
程�

5
月
3
日（
祝
）・
4
日（
祝
）

時
間�

午
前
10
時
～
午
後
5
時

場
所�

城
址
公
園 

二
の
丸
広
場

内
容�

本
市
や
友
好
都
市
の
名
産
品
、
飲

食
物
の
販
売

今
年
の
見
ど
こ
ろ

20万人が訪れる全国屈指
の武者行列

総勢約1,700人が市内を
練り歩く

代官町通り

高梨町通り

錦
通
り

青物町通り

国際通り

お堀端通り

銅門

馬出門

学橋

松原神社

銀座通り

大
工
町
通
り

 

なりわい交流館

市民会館

三の丸小学校

有料
観客席

　　武者隊・まち衆隊コース（午後1時30分出発）
　　吹奏楽隊コース（午後1時40分出発）
　　鉄砲隊演技や忍者演武など

吹奏楽隊
コース
START

武者隊
コース
START

まち衆隊
コース
START

出陣式
午後 0時30分

本丸広場

銅門広場

馬出門土橋前

小田原駅

栄  町

学  橋

錦通り入口

大工町通り

三の丸小学校前

銀座通り

国際通り

御幸の浜

青物町 1

1

〒
文

中
止
の
場
合

　
荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
は
、当
日�

の
午
前
7
時
30
分
か
ら
電
話（
22-

5

�

0

�
0
�

2
）、
J
:
C
O
M
チ
ャ
ン
ネ
ル
小
田
原

（
地
デ
ジ
11
チ
ャ
ン
ネ
ル�

デ
ー
タ
放
送
）、

F
M
お
だ
わ
ら（
78
・
7
M
H
z
）で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

W
e
b

�http://w
w
w
.odaw

ara-kankou.
com

/

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

5
か
所
の
ポ
イ
ン
ト
で
北
条
五
代
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
、記
念
品
と
交
換
し
よ
う
！

ポ
イ
ン
ト�

常
盤
木
門
、
う
い
ろ
う
駐
車
場
、

な
り
わ
い
交
流
館
、
陶と

う

彩さ
い

ぎ
ゃ

ら
り
ぃ（
松
崎
屋
陶
器
店
）、
駅

前
臨
時
案
内
所

�

記
念
品
交
換
所�

駅
前
臨
時
案
内
所
、

�����������������

ハ
ル
ネ
小
田
原
、

　
　
　
　
　
祭
り
本
部�
他

な
り
わ
い
交
流
館
で
の
イ
ベ
ン
ト

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
製
作
体
験

時
間�
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

費
用�
1
0
0
0
円

手
裏
剣
体
験

時
間�
午
前
10
時
～
午
後
4
時

費
用�
2
0
0
円（
小
学
生
以
下
1
0
0
円
）

相
洋
高
等
学
校
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

時
間�
午
後
0
時
30
分
～
0
時
50
分

パレードのコース
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昨
年
9
月
か
ら
の
改
修
工
事
を
終
え
、

城
山
陸
上
競
技
場
が
4
月
1
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
芝
生
が
新
し
く
な
り
、
陸
上
競
技
だ
け

で
な
く
、
ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
よ
り
照

明
が
明
る
く
な
り
、

夜
間
で
も
さ
ら
に
快�

適
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
や

シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
も

改
修
し
、
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

※�

芝
生
の
張
り

替
え
と
、円
盤
・

ハ
ン
マ
ー
投
げ�

用
の
囲
い
の
整

備
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ�

（
t
o
t
o
）の�

助
成
を
受
け
て

い
ま
す
。

円盤・ハンマー投げ用の囲いも新し
くなりました

　
市
で
は
、
行
政
情
報
を
効
果
的
に
発
信

し
、
市
民
が
容
易
に
入
手
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
よ
り
も
「
読
み
や
す
い
」
「
分

か
り
や
す
い
」
「
手
に
取
り
や
す
い
」
広
報

紙
を
目
指
し
、
広
報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
月
２
回（
1
日
・
15
日
）発
行

し
て
き
た
広
報
紙
を
、
月
１
回（
1
日
）の

発
行
に
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
新
聞
折
り
込
み
に
よ
る

15
日
号（
お
だ
わ
ら
い
ふ
）の
配
布
が
な
く

な
り
、
自
治
会
を
経
由
し
た
配
布
の
み
と

な
り
ま
す
。

　
広
報
紙
の
大
き
さ
は
、
こ
れ

ま
で
の
A
4
判
か
ら
、
約
2
倍

の
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
変
わ
り
ま

す
。
写
真
や
グ
ラ
フ
を
大
き
く

使
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
読
み

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
広
報

紙
を
目
指
し
ま
す
。

　
配
架
場
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

   

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
2
6
2
　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
7
6
9

来
月
号
か
ら
　「
広
報
小
田
原
」が
変
わ
り
ま
す

紙
面
が
大
き
く
な
る
！

発
行
回
数
は
月
１
回
で
、

自
治
会
配
布
！

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

手
に
取
れ
る
！

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
快
適
に

設
備
が
充
実

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
0
5
6
5

  
ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎
38 - 

1
1
4
8

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と
誰
で
も
参
加

で
き
る
ラ
グ
ビ
ー
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時�

4
月
30
日（
日
）

　
　

  

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

場
所
城
山
陸
上
競
技
場

講
師�

シ
ョ
ー
ン
・
ホ
ラ
ン
さ
ん

（
元
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
女
子
セ
ブ

ン
ズ
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
）

後
藤
翔
太
さ
ん

（
元
日
本
代
表
）

ラ
グ
ビ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

 

企
画
政
策
課
　
☎
33 - 
1
3
7
9

城
山
陸
上
競
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

音
訳
・
点
訳
版
も
！

　

視
覚
障
が
い
者
向
け
に
、
音
訳
・
点
訳

し
た
広
報
紙
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
配
架
施
設
一
覧

市
役
所
、
公
共
施
設
、
郵
便
局
、
駅（
早

川
駅
・
根
府
川
駅
・
緑
町
駅
を
除
く
）、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト（
一
部
店
舗
除
く
）、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
、
小
田
原
百
貨
店
、
相
鉄
ロ
ー

ゼ
ン
、
西
武
小
田
原
店
、
フ
レ
ス
ポ
小

田
原
シ
テ
ィ
ー
モ
ー
ル

A4判とタブロイド判の大きさの比較

タブロイド判



「酒匂の波は海外の波に似ている。技を決めるのが難しい」

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報 4月

ミニ・壁屋まつり

祭りだ！木遣りだ！小田原流！

生産者による春の花苗対面販売会

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

〈連載〉

からくりパズルマーケット
主催・問 小田原・箱根「からくりパズル」を広める会　
           ☎32-3631（（有）からくり企画内）
日  時  4月8日（土）午前11時～午後6時
内  容  伝統的なからくり細工や新しいからくりパズルを実

            演・販売 
※毎月第２土曜日開催。

主催・問 壁屋総本舗　☎44-4656（（同）まち元気小田原内）
日  時  4月2日（日）

           午前11時～午後4時
内  容  手作り布小物、アクセサリー 

           などの販売やワークショップ
※毎月第1日曜日開催。

共催・問  松原神社明神會、新
しん

宿
しゅく

お囃
はや

子
し

会　
           ☎090-3349-3489（里見）
日  時  4月29日（祝）午後1時～1時40分
内  容  神

み

輿
こし

の小田原担ぎや木
き

遣
や

り、小田原囃子の紹介 など

主催・問 JAかながわ西湘 農産物直売所 朝ドレファ～ミ♪　
           ☎23-3100
日  時  4月8日（土）・15日（土）・22日（土）

　　　 午前10時～午後4時
内  容  花苗の販売

関東学院大学　国際研究研修センター開設記念『材表研ミュージアム』　 
春のおだわら邸園さんぽ

～4月14日（金）
4月15日（土）～5月22日（月）ハルネギャラリー展示予定

大
会
で
よ
い
成
績
を
残
し
た
い
」

　
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
、
今
春
か
ら
練
習

の
拠
点
を
千
葉
県
・
釣
ヶ
崎
海
岸
に
移
し
、

サ
ー
フ
ィ
ン
と
通
信
制
大
学
で
の
勉
強
を
両

立
さ
せ
る
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
釣
ヶ
崎
海
岸
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

会
場
で
、
昔
か
ら
波
が
好
き
な
場
所
。も
ち

ろ
ん
、小
田
原
に
も
帰
っ
て
き
ま
す
よ
」

　
潮
風
に
笑
う
サ
ー
フ
ィ
ン
界
期
待
の
新
星

は
、酒
匂
の
海
か
ら
世
界
に
飛
び
出
し
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
か
ら
3
年
連
続
で
日
本
サ
ー

フ
ィ
ン
連
盟
の
強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
、

昨
年
、
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
18
歳
の

サ
ー
フ
ァ
ー
・
鈴
木
姫
七
さ
ん
。

　
お
父
さ
ん
の
影
響
で
10
歳
か
ら
サ
ー
フ
ィ

ン
を
始
め
、
ほ
ぼ
毎
日
、
酒
匂
の
海
岸
で
練

習
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
1
〜
2
月
に
は

ハ
ワ
イ
で
武
者
修
行
。
見
据
え
る
先
は
「
世

界
」
で
す
。

　
「
日
本
の
大
会
で
勝
て
て
も
、
ま
だ
ま
だ

世
界
じ
ゃ
勝
て
な
い
。『
量
よ
り
質
』の
練
習

を
心
掛
け
て
、世
界
の
舞
台
で
勝
ち
た
い
」

　
現
在
、
照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
の
は
、5

月
に
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
る
世
界
大
会
。

　
「
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
出
場
し
た
い
け
れ
ど
、
ま
ず
は
目
の
前
の

鈴
木 

姫ひ
め

七な 

さ
ん

酒
匂
の
海
か
ら
、
世
界
へ

2
0
1
7
年 

日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟 

強
化
指
定
選
手

ねこストラップ 前回の販売会のようす

10
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み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

〈 連 載 〉

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
24

　
平
成
27
年
8
月
に「
上
府
中
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」を
設

立
。「
文
化
・
教
育
」「
健
康
・
福
祉
」「
生
活
環
境
・
地
域
振
興
」

の
3
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
・
福
祉
分
科
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
地
区
内
の
全
自
治
会

で
サ
ロ
ン
活
動
を
開
始
。
歌
や
手
芸
、
将
棋
な
ど
を
楽
し
む
憩
い
の

場
と
し
て
、多
く
の
高
齢
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
1
回
、
全
分
科
会
合
同
の
会
議
を
開
き
意
見
交
換 

す
る
こ
と
で
、委
員
会
全
体
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
って
い
ま
す
。

　
上
府
中
地
区
に
は
、奈
良・平
安
時
代
に
古
代
東
海
道
沿
い

に
あっ
た
と
さ
れ
る
千
代
寺
院
の
跡
な
ど
、多
く
の
史
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　
西
大
友
の
盛せ

い

泰た
い

寺
に
は
、幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、

札
幌
の
開
拓
に
携
わっ
た
大
友
亀
太
郎
の
墓
が
あ
り
ま
す
。西

大
友
の
農
家
に
生
ま
れ
た
亀
太
郎
は
、二
宮
尊
徳
に
師
事
。20

歳
代
半
ば
で
北
海
道
に
渡
り
、函
館・石
狩
平
野
の
開
拓
を
指

導
し
ま
し
た
。人
々
に「
百
万
両
の
大
工
事
」と
言
わ
れ
、開
削

し
た
用
水
路「
大
友
堀
」（
現
在
、札
幌
市
に
あ
る「
創そ

う

成せ
い

川
」）

は
、亀
太
郎
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
小
田
原
に
戻
っ
た
亀
太
郎
た
ち
に
よ
り
明
治
6（
1
8
7
3
） 

年
、旧
矢
作
村
の
春
光
院
に「
九き

ゅ
う

思し

館か
ん

」（
現
在
の
千
代
小
学

校
）が
開
か
れ
、こ
の
地
域
に
お
け
る
小
学
校
教
育
が
始
ま
り
ま

し
た
。さ
ら
に
、明
治
9（
1
8
7
6
）年
に
は「
九
思
館
」を
千

代
に
移
転
さ
せ
、校
舎
の
建
設
に
尽
力
し
ま
し
た
。

「
明
る
く
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
」を
目
指
し
て

郷
土
の
偉
人 

大
友
亀
太
郎

市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
東
側
に
J
R
御
殿
場
線
、
西
側
に
国
道
2
5
5
号
、

南
側
に
小
田
原
厚
木
道
路
が
通
る
上
府
中
地
区
。

森
戸
川
が
流
れ
、田
園
風
景
が
広
が
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
区
内
に
は
、

小
田
原
球
場
が
あ
る
上
府
中
公
園
な
ど
、
大
型
公
共
施
設
が
あ
り
ま
す
。

上
府
中
地
区

亀太郎の墓

千代寺院跡

サロン活動のようす
　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
全
体
で
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
千
代
小
学

校
・
千
代
中
学
校
への
支
援
で
す
。

　
学
校
運
営
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
、小
・
中
学
校

と
地
域
が
連
携
し
、
課
題
の
解
決
や
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
定
期
的

な
情
報
交
換
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
に
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
関
心
・
興
味

を
持
ち
や
す
い
よ
う
工
夫
し
た
防
災
訓
練
や
敬
老
行
事
、
郷
土
の
歴
史
な
ど
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、森
戸
川
の
清
掃
や
農
業
体
験
も
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、自
然
環
境
や
住
環
境
を
守
り
な
が
ら
、地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向

け
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

沖山 明さん

上
府
中
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
長

千代中学校の生徒 
と協力して設置し
た、ペットボトル
キャップの回収箱



第12通　
「健康具だくさん
  味噌汁コンテスト入賞作品」

市
民
の
食
生
活
の
傾
向

【
優
秀
賞
】

「
健
康
具
だ
く
さ
ん

   

味
噌
汁
コ
ン
テ
ス
ト
」

（協力：小田原食品衛生協会）

　平
成
25
年
に
実
施
し
た
栄
養
調
査
か
ら
、

小
田
原
市
民
は
塩
分
摂
取
量
が
多
く
、
菓
子

類
・
嗜
好
飲
料
を
好
み
、
野
菜
が
少
な
い
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
自
然
の
恵
み
を

感
じ
て
食
べ
、
摂
取
し
た
栄
養
を
「
生
き
る

力
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃
か

ら
、
塩
分
を
控
え
た
食
生
活
に
し
ま
し
ょ
う
。

　昨
年
度
開
催
し
た
「
健
康
具
だ
く
さ
ん
味

噌
汁
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
、
幅
広
い
年
齢
層

か
ら
51
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
５
作
品
が
入

賞
。
最
優
秀
賞
は
、
広
報
小
田
原
１
月
１
日

号
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
そ
の
他
の
入
賞
作
品
４
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
こ
ね
こ
株
式
会
社

　「手
軽
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
だ
し

の
「
粉
末
」
で
味
を
補
い
ま
し
た
。
オ
フ
ィ

ス
で
も
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
、
減
塩
味
噌
汁
を

飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
市
長
賞
】

石
井
章
子
さ
ん

　小
田
原
漁
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
カ
マ
ス
を
使
い
ま
し
た
。

自
分
が
好
き

な
甘
酒
や
か

す
汁
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
を

考
え
る
の
が
、

楽
し
か
っ
た

で
す
。

【
小
田
原
食
品
衛
生
協
会
会
長
賞
】

海
野
栞
里
さ
ん

岩
上
百
合
さ
ん

　と
ろ
ろ
昆
布
な
ど
と
ろ
み
の

あ
る
食
材
で
、免
疫
力
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
し
た
。

そ
う
め
ん
、卵
、
野

菜
を
入
れ
、
味
噌

汁
だ
け
で
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
に

な
り
ま
す
。①

②

③

④

鍋にごま油を熱し、しいたけ、しめじ、
えのきを炒め、酒を加えて絡める。
①にだし汁、里芋、にんじん、油揚げを入れ
て、里芋やにんじんが柔らかくなるまで煮る。
②にさつま揚げを加え、２～３分煮たら、
火を止めて味噌を溶き入れる。
再度熱し、温まったら器によそい、青ね
ぎとすりごまを振りかける。

・味噌  大さじ２と１/４
・しいたけ（薄切り）  ２枚
・しめじ（小房に分ける）  100ｇ（１/２房）
・えのき（３cmに切る）  100ｇ（１/２房）
・里芋（半月切り）  ２個
・にんじん（半月切り）  40g
・油揚げ（１cmに切る）  １/２枚
・さつま揚げ（１cmに切る）  小２枚
・ごま油  大さじ１/２
・酒  大さじ１
・かつお・昆布だし汁  700㏄
・青ねぎ （小口切り）  １本
・すりごま  小さじ２

「“まごはやさしい”小田原セット」

脳血管疾患を予防するためには、塩分を
控えた料理を食べることが大切です。

和食の食材は、体に必要な栄養素を理想的
に含みます。“まごはやさしい”（ま→豆、ご
→ごま、わ→わかめや昆布などの海藻、や→
野菜、さ→魚、し→しいたけやしめじなどの
きのこ、い→芋）を使いました。

作 り 方

健 康 応 援 レ シ ピ

材料（4人分）

ほろ酔いカマととスープ

とろみ最高！心も体もホッカホカお味噌汁
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  足柄茶を使った、 
  鯵と下中たまねぎのお味噌汁 

野口友美さん

優秀賞
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脳血管疾患死亡率が高い小田原市。
あなたやあなたの家族を守るのは、暮らしの中のちょっとした心掛けです。
ここでは、今日から生かせる予防法など、お役立ち情報をお届けします。連　載

延 ば せ 健 康 寿 命

健康づくり課　☎47-0820問
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新しい小田原をイメージする市のブランドロゴとして、
小田原の多様な素材を用いてデザインしています。
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